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希望をつなぐ

東京2020オリンピック
聖火リレー

11
人
で
つ
な
い
だ
「
希
望
の
灯と

も
し
び」

4
月
17
、
18
日
、
県
内
で
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
豊
市
で
は
、
4
月
17
日
に
仁
尾
町
で
開
催
さ
れ
、
仁
尾
公
園
か

ら
父
母
ヶ
浜
ま
で
の
約
２
㎞
の
コ
ー
ス
を
11
人
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
天
気

は
回
復
。
聖
火
が
市
に
到
着
す
る
頃
に
は
、
雨
は
す
っ
か
り
上
が
り
、

空
に
は
晴
れ
間
が
み
え
ま
し
た
。
多
度
津
町
か
ら
無
事
つ
な
が
れ
た

聖
火
は
、
人
々
が
見
守
る
な
か
、
こ
の
あ
と
観
音
寺
市
へ
と
つ
な
が

れ
ま
し
た
。

１
年
延
期
と
な
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
。長
期
に
わ
た
る

コ
ロ
ナ
禍
を
、私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
と
き
ば
か
り
は
聖
火
が
ま
ち
に
笑
顔
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

リ
レ
ー
前
の

リ
レ
ー
前
の

　
　
　
　
ひ
と
コ
マ

　
　
　
　
ひ
と
コ
マ

▲リレー開始前には砂浜周辺でくつろぐ人も▲交通整理や駐車場整理など、約 200 人が
ボランティアとして参加しました

▲ランナーたちがバスに乗り込み、
スタート地点に向かいます

▲▲沿道で見守る人に手を振りながら走ります

▲

聖火受け渡しの“トーチキス”

▲トーチに火を灯し、スタート！

▲

最終走者は海をバックにゴールに向かいます

▲ランナーたちは、自分たちで考えた思い
思いの“トーチキスポーズ”をとります

市内小中学生 18 人が、サポー
トランナーとして最終走者とと
もに父母ヶ浜を駆け抜けました

仁尾郵便局
バス停前

コンビニ前市民センター
仁尾前

仁尾中学校前内科医院前仁尾大橋父母ヶ浜
①

父母ヶ浜
②

ショッピング
ストアー前

歯科医院前

仁尾公園父母ヶ浜
ポート

スタートゴール
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浜
を
守
り
続
け
て
25
年
“
ち
ち
ぶ
の
会
”

聖
火
リ
レ
ー
の
舞
台
と
な
っ
た
父
母
ヶ
浜
。
こ

の
浜
が
き
れ
い
な
状
態
で
保
た
れ
て
い
る
の
は
、

約
25
年
間
、
清
掃
活
動
な
ど
を
続
け
る
“
ち
ち
ぶ

の
会
”
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

「
活
動
を
続
け
て
き
た
先
輩
方
の
思
い
を
引
き

継
ぎ
、
昔
な
が
ら
の
浜
を
次
の
世
代
に
残
し
た
い
」

と
話
す
の
は
、
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
聖
火
リ
レ
ー
に

出
場
し
た
“
ち
ち
ぶ
の
会
”
会
長
の
藤
田
一
仁
さ

ん
。「
き
れ
い
な
浜
を
見
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い

で
、
リ
レ
ー
当
日
も
、
会
の
メ
ン
バ
ー
と
朝
６
時

か
ら
１
時
間
程
度
の
清
掃
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

“
ち
ち
ぶ
の
会
”
は
、
約
25
年
前
、
父
母
ヶ
浜

一
帯
の
開
発
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
と
き
、
美
し

い
浜
を
守
ろ
う
と
仁
尾
町
内
の
有
志
が
清
掃
活
動

を
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
発
足
。
以
来
、
暑

い
日
も
寒
い
日
も
、
毎
月
１
回
の
清
掃
活
動
を
欠

か
さ
ず
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
や
多
く
の
人
が
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
た
父
母
ヶ
浜
。

「
人
は
た
く
さ
ん
来
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
き

▲（左から）ちちぶの会 会長の藤田一仁さん、
森一恵さん、安藤稔さん

▼広い砂浜を手作業で清掃します

▲ 約 1 時間ほどの作業で、軽トラック
の荷台 1 台分のごみが集まりました

▲4月25日の清掃活動を行った、ちちぶの会の皆さん

父母ヶ浜で見られる
海浜植物
父母ヶ浜には、たくさんの海浜植物や海の
生き物が生息しているのをご存じですか？
夕暮れ時には、人であふれかえるほど人気
となった父母ヶ浜ですが、一方で砂浜をたく
さんの人が踏みしめることによって、浜の緑
は昔よりも減ってしまいました。
次の世代に昔ながらの砂浜を残したい、人
口流出が進むまちで、子どもたちにまちに誇
りを持ってもらいたいと、浜を守り続ける人
たちがいます。
豊かな自然は、一度壊れるとすぐには元に
戻りません。砂浜を歩くとき、もし足元に小
さな植物や生き物がいたら、どうか気にかけ
てあげてください。

清掃活動に参加してみませんか？
毎月第1日曜日の早朝に行っています。

6月6日（日） 午前6時～
7月4日（日） 午前6時～

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
　中止または延期となる可能性があります。

ランナーを務めた
三豊市の皆さんに

Interview
これまでお世話になった人に走
っている姿を見てもらいたくて
挑戦しました。これからも、パ
ラリンピック競技であるボッチ
ャや卓球など、いろいろなこと
にチャレンジしたいです。

走らせていただけることに
感謝をしながら走りました。
沿道の皆さんの笑顔に感動
しました。地元の父母ヶ浜
を大きく取り上げてもらえ
ることにも感謝しています。

支えてくれている家族や地域
の人に感謝の気持ちを込めて
走りました。たくさん応援し
てもらえたので、これからも
頑張れるよう、パワーの源に
したいです。

緊張もありましたが、皆さんの笑
顔と声援で楽しく走れました。ス
ノーボードが好きで毎年数名にレ
ッスンをしています。冬期オリンピ
ックの種目にもなっているスノー
ボードを応援してくれる人が増え
るよう、今後も活動を続けたいです。

25 年間父母ヶ浜の清掃を続け
てきた「ちちぶの会」の先輩方
の思いがあったので、聖火リレ
ーの舞台に選ばれたときは嬉し
かったです。綺麗な浜を皆さん
に届けられて感慨深いです。

第 1 走者
髙
たかはし
橋　音

のん

さん

第 3 走者
森
もり
　一

か ず え
恵さん

第 10 走者
名
な ご し
越　映

え り こ
理子さん

第 4 走者
倉
くらもと
本　昌

しょうへい
平さん第 11 走者

藤
ふ じ た
田　一

かずひと
仁さん

れ
い
な
砂
浜
は
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
世
の
中
が
変
わ
る
ス
ピ
ー
ド
は
早
い
で
す
が
、

自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
豊
か
さ
を
感
じ
る
発

展
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

ま
た
、
同
じ
く
聖
火
リ
レ
ー
に
出
場
し
た
森
一

恵
さ
ん
も
、
会
の
活
動
を
当
初
か
ら
続
け
て
こ
ら

れ
た
一
人
で
す
。

「
毎
日
清
掃
に
来
て
く
れ
て
い
る
人
も
い
る
ん

で
す
よ
。
発
展
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
１

番
大
切
な
の
は
、
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
る
父
母
ヶ

浜
で
あ
る
こ
と
。
聖
火
リ
レ
ー
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
砂
浜
を
次
の
世
代
に
残
し
て
い
く
こ
と

が
、
私
た
ち
の
本
当
の
つ
な
ぐ
べ
き
務
め
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
」

清
掃
活
動
は
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
今
で
は
市
外

か
ら
も
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
地
道
な

活
動
で
浜
を
守
り
続
け
る
皆
さ
ん
の
思
い
は
、
昔

も
今
も
変
わ
ら
ず
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

SPOT LIGHT

舞台裏Story

浜を守り続ける
地域の力

ハマボウフウ

ハマエンドウ

ハマヒルガオ

ハマゴウ

キアゲハ

クマバチ
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